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公会計における複式簿記に関する一考察
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府会計基準審議会によって 1987 年に公表された Concepts Statement No.1: Objective of 























































                 資産計算書 
            消極           積極 
             流動資産           正味項目 
             その他の財務資産     負  債 
             物的資産 
 
財務計算書              運営成果計算書 
   収⼊              ⽀出      費⽤            収益 
項⽬毎の収⼊     項⽬毎の⽀出           費⽤項⽬       収益項⽬ 
           





































































































































































 項    目 金 額 
①  住民税の調整       500 
②  住民税の収入 450 
③  道路の建設(検査確認)         500 
④  国補助金収入(道路関係)         100 
⑤  道路の建設(支払い)         500 
⑥  職員給与支払い         150 
⑦  消耗品の購入(納品)          20 
⑧  公共施設使用料の収入          50 
 
【仕訳例】                                                              (単位：百万円) 
 方 貸 方 借 
①  未収金 500 税収等 500 
②  税収等収入 450 未収金        450 
③  工作物(インフラ資産)        500 未払金      500 
④  国県等補助金収入 100 国県等補助金 100 
⑤  未払金 500 公共施設等整備費支出 500 
⑥  職員給与費        150 人件費支出        150 
⑦  物件費         20 未払金         20 








借         残高勘定        貸    借      行政コスト勘定         貸 
①未収金       500 ②未収金       450    ⑥職員給与費  150 ⑧使用料及び手数料        50 
③工作物       500 ③未払金       500   ⑦物件費      20 
⑤未払金       500 ⑦未払金        20 
 
借        純資産勘定            貸      借     資金収支勘定        貸 
①税収等     500      ②税収等収入  450 ⑤公共施設等整備費支出   500  
               ④国県等補助金             100      ④国県等補助金収入 100 ⑥人件費支出   150  






残 高 勘 定 ：       資 産               ＝  負 債     ＋    純 資 産 
行政コスト勘定：経常費用＋臨時損失＋純行政コスト＝経常収益＋臨時利益 







残 高 勘 定´：     ＋資 産                 ＝｜－負 債     －   純 資 産｜ 
行政コスト勘定´：＋経常費用＋臨時損失＋純行政コスト＝｜－経常収益 －   臨時利益｜ 
純資産勘定´： ＋期首残高   ＋純行政コスト＝｜－財源－固定資産等の変動－期末残高｜ 
資金収支勘定´：＋期首残高＋業務活動収入＋投資活動収入＋財務活動収入＝｜－業務活動支出－投資活動支出－財務活動支出－期末残高｜ 
 
上記の会計平衡公式から，純資産勘定 ´ の期末残高は残高勘定 ´ へ純資産として，ま
た資金収支勘定 ´ の期末残高は残高勘定 ´ へ資産の内訳の現金資産として振り替えられ
る。このような振替関係，すなわち計算目的勘定の相互関係について T フォームで表すと，
図４のようになる。
図４の純資産勘定 ´ ならびに資金収支勘定 ´ から残高勘定 ´ への振替では，交叉記
録が行われており，三つの計算目的勘定間の振替が論理的に行われているように見える。
しかしながら，純資産勘定 ´ から残高勘定 ´ への振替というよりも残高勘定 ´ に集約











             ＋    残高勘定´   － 
              ＋ 非現金資産 －   ＋   負 債  － 
 
 





     ＋     純資産勘定´   －     ＋    資金収支勘定´   － 
                                          ＋ 業務活動支出 － 
          期首残高     ＋   財 源   －        期首残高 
                                      ＋ 投資活動支出 － 
                                   ＋ 業務活動収入 － 
         ＋ 純行政コスト － ＋ 固定資産等の変動 －                       ＋ 財務活動支出 － 
                                            ＋ 投資活動収入 － 
                                             
                                            ＋ 財務活動収入 － 





















































                  主体勘定 
             収    現  金     付 
                       仕入取引  XXX 
             売上取引  XXX 
             
分類勘定              
                       収    商   品    付    





                  主体勘定 
             収    現  金    付 
             仕⼊取引  XXX    仕入取引  XXX 
             売上取引 XXX    売上取引 XXX 
        分類勘定                分類勘定 
   収    ⼈名勘定      付      収     商  品         付 
仕入取引  XXX                                仕⼊取引  XXX  
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